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コロナ禍からの立ち上がり支援  

      を最後に活動を終えます 

第 22回総会は再度延期 

    

オミクロン株の感染急拡大で２月に予定した第 22回総会を延期し、４月開催を準備してい

ました。しかし、高齢者の死亡率が狙い撃ちされているみたいに高いので、さらに延期する

ことにしました。総会開催をにらみながら、子どもたちや学校のコロナ禍からの立ち上

がりを応援するプログラムを準備して、現地再訪が可能になるのを待つことにします。私

たちはこのプログラムでカンボジアの子どもたちへの支援活動を締めくくり、カンボジア教

育支援基金（KEAF-Japan）は 2022年度（21年 9月―22年 8月）をもって活動を終えて解散

したいと考えています。 

 

フェイズアウト 

KEAF の活動を終え

て組織を解散すること

は、総会で会員や支援

者の皆さんの承認を得

て決めるべきことだと

思います。しかし、困

ったことにこの２年間、

コロナまん延によって

総会を開くことができ

ないでいます。 

KEAF は高齢者が主に同世代の友人たちの支援

を得て活動を始めたボランティア・グループです。

11 年目に入った 2019 年度の第 20 回総会で、23

年度（2022・9―2023・8）までにフェイズアウト

（段階的撤退）に向かうとの見通しを示していま

した。ちょうどそのタイミングに差し掛かったと

きにコロナ感染が始まりました。この事情をご理

解ください。この間もKEAF の構造的高齢化はモ 

 

 

ラトリアムなしに

進行しています。 

最後の２年余り、

現地での支援活動が

中断されたまま撤退

せざるを得なくなっ

たことは残念ですが、

やむをえません。 

 

奨学一時金 

コロナまん延では

社会的弱者ほど重い犠牲を強いられています。カ

ンボジアでは貧しい農村の子どもたちです。コロ

ナによって大勢の子どもが高校進学をあきらめた

り、せっかく高校に進んだのに途中退学を余儀な

くされたりしています。コロナ禍からの「立ち上

がり支援」プログラムは、こうした生徒たちに進

学、あるいは復学の助けになる奨学金を出そうと

いうものです。（写真はプレイヴン州の学校風景） 
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KEAF は高校進学が経済的に難しい家庭の子ど

もたちに入学から卒業まで３年間の奨学金を給付

してきました。しかしこの先、何年活動を続ける

かわからなくなっては、複数年にまたがる奨学金

の支給は約束できません。奨学生は高校だけで

150 人、少額ドル紙幣を１人ひとりの封筒に入れ

て用意し、確実に届けるのは、学校の先生や現地

の協力者に頼むことはできません。一時金として

給付することにしました。 

KEAF は２年制の教員養

成所学生にも奨学金を出し

てきました。この制度は最

近４年制が併設されました。

ここの学生にも奨学一時金

を出すかは現地の事情を聴

いたうえで決めます。 

教材・学用品支援 

活動を始めて４〜５年は

教科書を持っているのは先

生だけ、科目によっては先

生も持っていませんでした。

プノンペンの印刷元に増刷

を頼み、車に積み込んで配

って歩くのが主な支援でし

た。今はノート、鉛筆・ボ

ールペン、図書室用の副読

本、辞書、教養書、地図・

地理書、歴史書、理科実験用具、先生が使うチョ

ーク、マジックペン、パソコン用インク・印刷用

紙など。プノンペンで調達して配っています。 

この２年は現地活動を助けてくれる日本語ガイ

ド O・ソワンさんファミリーに、学校側の要望を

聞き、調達、配達まで一切をお願いして支援が途

切れないようにしました。最後に校長先生たちの

要望をよく聞いて締めくくりたいと考えています。 

ソワンさん一家に奨学金を 

私たちのカンボジア現地での支援活動を支えて

くれたのはソワンさん一家でした。支えるという

よりは KEAF のプノンペン事務所といってもおか

しくない存在でした。 

ソワンさんはカンボジアの公認日本語ガイドの

草分け。奥さんのソフィアットさん、従弟ワンタ

ーさん、義弟ナットさん、甥コウタローさんはそ

ろってトップ大学、王立プノンペン大日本語学科

卒という日本語ぺらぺらの親日一家です。 

ソワンさんの子どもさんは日本語名がつけられ

ていて、香（かおり）さんと弟の金太郎君。香さ

んも同じ日本語学科進学が決まりました。新婚の

ナット夫人も日系企業で仕事をしている日本語使

い。長男ピセットちゃんは満1歳を過ぎたばかり

です。 

金太郎君、ピセットちゃ

んが日本語を勉強するにせ

よしないにせよ、この２人

と、さらに将来加わるであ

ろうソワンさんファミリー

の子どもさんのための奨学

金を、感謝を込めて贈りた

いと考えています（写真上:

右が教材・学用品を届けたソ

ワンさん、アンサー小学校で。

写真下：右が子どもたちに囲

まれるナットさん）。 

たまった手持ち資金 

この２年あまり細々と

した支援を続けただけなの

に、会員や支援者のみなさ

んにはこの間もいつもの年

と同じように会費、奨学金

および一般支援のための拠金を継続していただき

ました。 

このために大まかにいうと、いま手元には例年

予算のほぼ２倍の資金がたまっています。これを

最大限に生かす「最後の支援」に充てます。した

がって、会費および活動支援金のお願いは２月末

をもって終わりとします（３〜５頁に３月14日現

在の2022年度収支報告などを掲載しました）。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓（注）〓〓〓〓〓〓〓〓 

振込用紙は同封していません 

この会報102号には会費などの支援をお願いす

る振込用紙はもう同封していません。長年にわた

るご支援、心よりのお礼を申し上げます  

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓  



財政報告 

  

2022 年 3 月 14 現在 

2022 年度（2021 年 9 月１日―2022 年 8 月 31 日）の活動にともなう財政状況について、

2022年 3月 14日現在の収支および繰越金残高を以下の通り(仮)報告します。例年は総会に

報告してきましたが、2020 年度からコロナ禍によってその機会が奪われています。今年度

は総会開催を２回にわたって延期、現在なお日程を決めかねていますので、とりあえずの

報告です。 

 

2020 年度／2021 年度収支決算報告 

コロナ感染によって 2020 年度のカンボジア現地での支援活動の半分がストップ。この年

の収支決算報告を4頁に（2020/12会報 97号掲載、再録）、現地活動がほとんどできなくな

った 2021 年度の収支決算報告を 5頁に掲載しました。合わせて参考にしてください。 

 

 

                       

  ３                                                                                                 

2021年8月31日繰越金残高　　 5,840,085 （円）

2022年3月14日までの収入　　　 602,868

2022年3月14日までの支出　　　 626,076

2022年３14日現在の繰越金残高　　　　 5,816,877

＜詳細＞　（円）

科目 決算 予算 【注1】 科目 決算 予算 【注2】

一般支援活動 538,868 一般支援活動 626,076

年会費 110,000 1教材支援 0

寄付カンパ 428,867 　辞書、本、文房具（現地要望） 0

受取利息 1 2支援活動費 443,375

　現地コーディネーター 443,375

3事務局運営費 182,701

KEAF奨学金 64,000 KEAF奨学金 0

収入合計 602,868 支出合計 626,076

1一般支援活動 2KEAF奨学金 合計 小口現金 24,853

前期繰越高 4,155,430 1,684,655 5,840,085 小口外貨 26,046

当期収入 538,868 64,000 602,868 普通預金 131,437

当期支出 626,076 0 626,076 郵便振替口座 5,634,541

次期繰越高 4,068,222 1,748,655 5,816,877 合計 5,816,877

【注1】振込用紙（会費・カンパ）の会報への挿入は2022年3月をもって停止します。

【注2】2022年度支出については、奨学一時金、教材・学用品支援、ソワンさん一家への奨学金などを予定。

2022年度 活動増減表 (2022/3/14 現在）（円）

2022/3/14 現在

現金・預金残高 （2022/3/14 現在）（円）

カンボジア教育支援基金(KEAF-Japan）

　　2022年度（2021年9月1日-2022年8月31日）（仮）

 2022年3月14日現在の収支および繰越金残高のお知らせ

収入の部　（2022/3/14 現在） 　支出の部　（2022/3/14 現在）
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ンボジアの国際化 

 

 

    （千葉）     （東京）    （東京）   （東京）    （東京）   （大阪） 

    ・  （神奈川）    「（京都）     （神奈川）    （東京）    （東京大崎） 

    （神奈川）    （神奈川）    （東京）     （東京）    ・  ・  ・ 

       （大阪）   （千葉）     （東京）    （東京）    （福島）    （千

葉）     （東京）    （東京）   （東京）    （東京）    ・  （東京） 

    ・  （神奈川）    （東京）    （福島）    （東京）    （埼玉）    （東

京）     （宮崎）    （東京）    （神奈川）    （神奈川）    （東京） 

※お名前は個人情報なので伏せて掲載しています。 

・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・〓・

カンボジア再訪はいつ？ 

カンボジア訪問ができるようになるのはいつか。ま

だ、はっきりした見通しが立ちません。プノンペンの

ナットさんによると、カンボジア政府は経済活動再開

を優先させていて、外国人の入国はワクチン接種証明

を携行すればO K、隔離もゆるくなっているようです。

問題はむしろ日本側です。 

日本政府はなお感染防止の「水際対策」を厳しくし

ています。このため海外からの留学生が延々と待機さ

せられ、批判が出ています。もう一つは、プノンペン

への唯一の直行便である全日空便がいつ再開されるか

です。 

バンコクないしハノイ経由となると、乗り継ぎに4、

5時間かかります。往路は

まだいいのですが、帰路は

深夜の空港で延々と待た

されたうえ早朝の帰国と

いう難儀に加えて、数日間

の隔離―となれば後期高

齢者ばかり、それも 80 歳

超が半分の KEAF 事務局メ

ンバーは怯まざるを得ま

せん。 

 

{カンボジア短信} 

◇パンドラ文書にアンコール略奪文化財も 

タックスヘイブン（租税回避地）に隠されていた企

業や富裕者の内部文書を国際調査報道ジャーナリスト

会議（ICIJ）が入手して公表したパンドラ文書。その

中からアジアやアフリカなどの旧植民地の遺跡から略

奪されたた文化財の記録が見つかり、アンコールワッ

トなどカンボジア遺跡文化財の最大の収集家として知 

 

られた故 D・ラチェトフォード氏の名前も出てきた

（2021年6月報道）。   

 最近のワシントン・ポスト紙（電子版）によると、

ハイテク企業で財をなした米大富豪が個人的に所有し

ている 35 体のうち少なくとも 4 体はアンコールワッ

トのもので、ラチェトフォ－ド氏から3,500万ドル（約

40億円）で買い取ったという。同氏は米司法当局から

訴追されたが、不法に入手したものではないと主張し

ていた。2020年8月死去、遺族が手持ちの125体の返

還を進めている（「カンボジア通信」98号2021・8参照）。 

  

◇サッカーリーグ初代CEOに日本人 

カンボジアのプロサッカー・リーグの初代CEOに元

慶応大学サッカー選

手で商社勤務を経た

斎藤聡さんが就いた

（2021年12月の報道）。

カンボジアのサッカ

ー熱はますます高ま

っていきそうだ。KEAF

は2011年から17年ま

で8回、公式指導員の

コーチによる「サッカ

ー教室」を開いて生徒

にも先生にも大変喜ばれた。これも少なからず貢献し

たと思うと嬉しい（写真：KEAFサッカー教室）。 

 

◇首相は世襲制へ？ 

カンボジアの与党・人民党は2021年12月の中央委 

員会で、フン・セン首相の長男フン・マネット陸軍司

令官を将来の首相候補に全員一致で指名した。 

 フン・セン首相は在任37年近いが、あと10年は首

相を続けるといっており、引き継ぐ時期は不明。 

ありがとうございました（2021年 12月１日～2022 年２月28日） 
年会費､寄付金､奨学金を振り込みくださった方々に厚くお礼を申し上げます（敬称略させていただきます） 

すすし 

た。す） 


